
 

 

予 算 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．委員会を開催した年月日・時刻及び場所 

令和７年６月１２日（木）  議 場 

午後１時３０分 開議  午後３時０５分 休憩 

午後３時２０分 再開  午後４時１１分 閉議 

 

２．出席した委員の名簿 

委 員 長  寺 井 哲 也（○） 

副委員長  松 永 幸 則（○） 

委  員  丸 田 一 幹（○） 

  〃    松 田 義 人（○） 

〃    備 後 克 則（○） 

 〃    岡 本 佐 市（○） 

 〃    川 口 雅 登（○）副議長 

〃    酒 井 一 人（○） 

 〃    浜 名   等（○） 

 〃    櫻 井 英 一（○） 

 〃    新 田 義 昭（〇） 

 〃    山 本 泰 夫（○）議 長 

      〃    浅 野 俊 二（○） 

 

３．傍聴した者  なし 

 

４．出席した説明員 

川口副市長、八島教育長、山本総務部長、前田産業建設部長、政氏市民福祉部参事、中

島教育次長、北山秘書課長、山岸企画財政課長、森田デジタル推進室長、崎田まちづく

り課長、安達災害復興推進室長、木曽市民窓口課長、保志場税務課長、赤井地域包括ケ

ア推進室長、蓮本こども課長、野崎危機管理監、山本農林水産課長、寺井商工観光課

長、田中上下水道課長、木田会計管理者、関軒企画振興室長、牧山文化財課長、西村生

涯学習課長、小林選挙・監査委員事務局長、清水こども課参事、西野生活安全課参事、

岩本上下水道課参事、廣島スポーツ生涯学習課参事 

 

５．出席した事務局職員 

事務局長 木村 繁成  事務局次長 野崎 直美  係長 澤田 朋子 

 

６．会議に付した議件 

別紙付託表のとおり 



 

 

７．会議の概要  

寺井委員長のあいさつにより会議を開く。以後、進行も行う。 

次に、付託表に基づき執行部から説明が行われた後、休憩に入る。再会後、質疑・答弁、

が行われる。 

終了後、採決に入り、議案２件、報告６件はいずれも全会一致で可決または承認する。

詳細は、別紙「委員会審査結果」のとおり。 

次に、委員会における継続調査の申し出を議長に提出すること、併せて委員会報告につ

いては、委員長に一任することを決定する。 

最後に、寺井委員長が閉会のあいさつをし、会議を閉じる。 

 

８．主な質疑・応答等  

 

【付託案件等に対する主な質疑・応答】 

松田委員：震災の復旧関係で大きな繰越があったが、今後どのくらいの事業規模であるのか、

今後の財政運営の課題や展望があれば聞きたい。 

山岸企画財政課長：災害査定が１２月までかかっており、公費解体が金額的には一番大きい。

今、把握している道路河川橋梁、農林災害、復興公営住宅公費改定を合わせると、査

定額と交付決定で約２７０億。１０年かければ３００億は超える見込み。単純に年間

額にすると３０億は超える。これには、液状化対策費やその他ソフト事業は含まれて

いない。当面このくらいの金額でやりくりしないと１０年間で復興は終わらない。 

松田委員：現時点の基金残高を教えてほしい。 

山岸企画財政課長：一般会計分で 5,957,296,000 円、特別会計を入れて 7,210,545,000 円。 

     各々では、財調 1,424,887,000 円､減債 1,279,408,000 円､まちづくり

1,806,940,000円｡ 

櫻井委員：繰越明許費の空き家再生等推進事業の中身を教えてほしい。 

前田部長：空き家再生等推進事業に係る補助金の申請があったが、交付がまだなので、繰越

した。 

櫻井委員：駅周辺にぎわい創出事業のラクナプラス１店舗減は、現状どうなのか。 

寺井商工観光課長：開業当初より１店舗少ない３店舗となっている。 

浅野委員：今、内部調査をやっているが、金沢弁護士会が調査をするという空き家再生推進

事業で、前面に安達、後ろが病院、右側に平山邸。ここの病院解体の際に、理事長から

キックバックを要求された件・・・。  

寺井委員長：議会でもあったが、市長が時が来たらしっかり説明するという話だ。 

浅野委員：時期がいつなのかもはっきりしない 

寺井委員長：はい、これはダメです。ちゃんと守ってください。 

丸田委員：被災・物価高騰生活支援で、5,632,000円のマイナスが確定したということだが、

使用分が確定し、使われなかった分と考えてよいか。 

崎田まちづくり課長：使用分は１回目の精算分で、この金額に合わせて減額補正している。

２回目の分は６月３０日まで期限があり、繰越して現在進行中である。 

丸田委員：繰り延べ収益のようなことか。 



 

崎田まちづくり課長：１回目の事業分は１１月３０日までの使用料の確定で、残った分と未

使用分は予算を落とす事業である。 

酒井委員：コスモアイル羽咋管理運営事業の消火設備関係工事費 72,300,000円に、トイレの

改修工事は含まれるか。 

西村生涯学習課長：含まれない。 

酒井委員：コスモアイル羽咋のトイレ洋式化を求める声をよく聞くので、検討してほしい。 

西村生涯学習課長：洋式化、ウォシュレット化の対応を検討する。 

備後委員：まちづくり基金積立金事業に約 3億円枠配分の積立しているが、これをどのよう

な形で、今活用するのか、ニーズを把握し、素早く展開してほしい。 

山岸企画財政課長：枠配分については、令和 5年度 6年度に羽咋市独自の支援策を実施して

おり、その金額はこの枠配分をはるかに超えている。 

川口副市長：枠配分は制限がほぼない事業だが、5 年度 6 年度に羽咋市独自の支援策で既に

多額に支出しており、今後枠配分の使い方については、市民の役に立つようにしっか

り検討していく。  

松永副委員長：地域活性化企業人って道の駅の一連のことをするのか。経験値が高くないと

できないと思うが、その辺大丈夫か。 

寺井商工観光課長：そういうことに長けている企業の中から派遣してもらう形である。 

松永副委員長：商工費雑入の補正で、ゆ華が 1600万円。これについて説明を求む。 

寺井商工観光課長：震災により、業者等が泊まった分のプラスで、また、離れを新しくした

ことによる客の増もあり、収入が増えた。 

丸田委員：地域活性化企業人は、問題を解決したり活性化したりする人なのか、それとも、

事業を立ち上げて経営をする人なのか。 

寺井商工観光課長：道の駅と連携して、特産品のブラッシュアップ、催事等への参加やプロ

モーションを行う業務である。 

松永副委員長：高齢者の移動支援の新規事業の申し入れがなかったのは、どういう背景か。 

山岸企画財政課長：全体の公共交通の中で予算を用意していたが、新規に手を挙げる業者が

いなかったので、全額落とした。我々の条件が少し厳しいからなのか、需要がないか

らなのか、これから深く掘り下げてみる。 

浅野委員：千里浜海岸の海水浴場の浜茶屋は継続するとのこと。山田屋さんが今年 1年間だ

け病気でできないが、来年は頑張りたいとのことだが、市の見解は。家族と話をした

のか。組合との話はどうか。 

寺井商工観光課長：千里浜海水浴場と海の家は別物。海水浴場については、浜茶屋組合が整

備していたが、山田さんの体調が良くないので、今年度は断念した。今回新しい方法

でやるので、来年以降は保証できない旨の話を山田さんと会って 2度ほど話をして、

本人は納得していた。 

ただし、飲食を伴う海の家に関しては、自由であるので、山田さんは検討していく

とのこと。 

浅野委員：地域介護福祉空間事業 62,748,000円の詳しい内容の説明を求む。 

赤井地域包括ケア推進室長：内容は地域密着型サービスの施設整備。 

浅野委員：例えば、小規模多機能とかグループホームとか、そんな区分はないのか。 

赤井地域包括ケア推進室長：ちょっとお待ちください。 



 

寺井委員長：今、調べたら答弁させます。 

浅野委員：いいです。それ、もういいです。いいですけど、これ、弘和会ですね、問題の。 

    １億円以上の税金が使われて、第三者委員会でも調べることになっている。ちゃん

と指導をしていたら、こんな問題は起きなかった。指導をよろしくお願いする。 

寺井委員長：その件については、市長が時が来たら説明すると言っているので、次にいく。     

松永副委員長：ふるさと納税の寄附金額の確定額はいくらか。 

寺井商工観光課長：約 557,000,000円です。 

松永副委員長：駅周辺にぎわい創出事業のなくなったテナントはどこか。 

寺井商工観光課長：確認して、後で報告する。 

松永副委員長：中長期派遣職員の業務はどんなものか。 

山本総務部長：令和６年度は、下水道、道路、公園及び農業用施設などの災害復旧の工事関

係、そして、公費解体等の事務関係の業務を担っている。 

 

【その他の主な質問・答弁】 

 

新田委員：下水道関係の復旧工事は、下の方から順番に進めていくと聞いたが、邑知とか余

喜の下水道の悪いところは、まだ何年も後回しになるのか、確認したい。 

田中上下水道課長：本来下の方からすべきだが、現在、自然流化で流れず、強制的に排水し

ている一刻も早く修理が必要な箇所は最優先でやっている。 

      次に、ポンプの復旧の区域終了後、汚水が滞水している確率が高い箇所を優先

していくことになる。 

新田委員：説明はわかるのだが、今、うちの町会でも、市道の下がったところに舗装工事中

で、下水のマンホールとの段差がかなりあり、子供や高齢者に事故などないか心

配だ。応急処置などしなくてもいいのか、お聞きしたい。    

田中上下水道課長：地震以降も日々地盤が下がっている箇所もあるので、パトロールしつ

つ、危険と判断した場合は舗装するなどして応急処置も施していく。 



令和７年第３回定例会議案付託表

予算常任委員会

番号 議案番号 議　　　　　　　　　件

１ 議案第３０号 令和７年度羽咋市一般会計補正予算（第２号）

２ 報 告 第 ３ 号 令和６年度羽咋市一般会計補正予算（第１３号）の専決処分の報告につ
いて

３ 報 告 第 ４ 号 令和６年度羽咋市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の専決処分
の報告について

４ 報 告 第 ５ 号 令和６年度羽咋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の専決処
分の報告について

５ 報 告 第 ６ 号 令和６年度羽咋市介護保険特別会計補正予算（第４号）の専決処分の報
告について

６ 報 告 第 ７ 号 令和６年度羽咋市千里浜財産区特別会計補正予算（第１号）の専決処分
の報告について

７ 報告第１４号 令和７年度羽咋市一般会計補正予算（第１号）の専決処分の報告につい
て

令和７年第３回定例会議案報告表

予算常任委員会

番号 議 案 番 号 議　　　　　　　　　件

１ 報告第１５号 令和６年度羽咋市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

２ 報告第１６号 令和６年度羽咋市一般会計予算事故繰越し繰越計算書について

３ 報告第１７号 令和６年度羽咋市水道事業会計予算繰越計算書について

４ 報告第１８号 令和６年度羽咋市下水道事業会計予算繰越計算書について



令和７年第３回定例会議案付託表

予算常任委員会

番号 議案番号 議　　　　　　　　　件

８ 議案第３７号 令和７年度羽咋市一般会計補正予算（第３号）


